
鎌倉時代初頭の建久４年（1193）に行

われた富士の巻
ま き が

狩りの際、鎌倉へ戻

る途中の源頼朝がこの地の椋
むく

の木に

馬を留めた伝説が伝わる。この木は

その子孫にあたるとされ、石川にあっ

たものが、昭和42年（1967）に浮島中

学校へ移植された。

豊富に湧き出る愛鷹山の湧水を利用した洗い場で、タ

イル張りの４段の水槽に、自
じ ふ ん い

噴井からの大量の湧き水

が流れ込んでいる。井戸の深さは８０メートルといわ

れ、平沼自治会８班のみなさんによって、今でも水場

はきれいに管理されている。

日
にちれんしょうしゅう

蓮正宗の寺院で室町時代の創建とい

われる。山門や本堂の内外部に見事な

彫刻が施されている。本堂向
こうはいぶ

拝部（参拝

者が手を合わせるところ）の彫刻は明

治時代中頃の作で、龍や獅
し し

子などの動

物や葡
ぶ ど う

萄・唐
からくさ

草などの植物で埋め尽く

されている。

⑤頼
よりとも

朝駒
こま

止
ど

めの椋
むく

⑥平沼の湧水

⑦本
ほ ん こ う じ

廣寺

①①興
こうこくじじょうあと

国寺城跡

江戸時代に書かれた軍記物によれば、北
ほうじょうそううん

条早雲こと伊
い せ

勢新
し ん く ろ う

九郎盛
もりとき

時が今
いまがわ

川氏
うじちか

親の家督相続

に貢献し、興国寺城を与えられたとされる。興国寺城は駿
するがのくに

河国の東端近くに位置するため、境

目の城として今川氏、北条氏、武田氏、徳川氏などの戦国大名の争いの舞台となった。関ケ原

の戦いの後、徳川譜代家臣の天
あ ま の

野康
やすかげ

景が城主となるが、康景は家臣をかばって城を離れてし

まい、慶長12年（1607）廃城となった。現在、本丸には大きな土
ど る い

塁が残り、伝
でんてんしゅだい

天守台の後方には

深い大
おおからぼり

空堀が残っている。

②②本
ほ ん ぽ う じ

法寺（河
か わ げ

毛重
しげつぐ

次供養塔）

中
なかむら

村一
かずうじ

氏の重臣で興国寺城主を務

めた河毛重次の開
か い き

基といわれる寺

院。寺には河毛の遺品といわれる馬

具と彼の供養塔（写真左）と伝わる石

碑が残っている。また、寺内には興国

寺城の鬼
き も ん

門（北東）にあったとされる

第
だいろくてんまおう

六天魔王が移されている。

③東井出の弁天池

東井出の根方街道沿いにある池は、

愛鷹山の自然湧水によるもので、中

の島には弁財天が祀られている。弁

財天は江戸時代に疫病が流行した際

に祀られたのが始まりという。弁財天

は水の神として地元の信仰を集め、

池とともに大切に守られている。

④③大
だ い せ ん じ

泉寺（伝阿
あ の

野全
ぜんじょう

成・時
ときもと

元墓）

阿野全成は源
みなもとのよしとも

義朝の七男で、頼
よりとも

朝の弟

にあたる。全成は頼朝の平家打倒の挙

兵に加わり、のちに阿
あののしょう

野庄を与えられ、

この地に屋敷を構え阿野全成と名乗っ

たとされる。大泉寺は全成の館跡とい

われており、境内には館跡の名残を偲
しの

ばせる土塁や、全成と子の時元のもの

といわれる墓が伝わっている。
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